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営繕積算システムRIBC2の主な変更点（Ver.7.30からVer.８.00） 
 

【標準単価作成システム】 

１） 連続単価計算（標準単価作成ツール → 連続単価計算） 

週休２日促進工事用単価や都道府県別単価等、複数種類の標準単価ファイルを、連続単

価計算設定ファイル（Excel 形式）を用いて、連続単価計算できるようになりました。 

 

例１：週休２日促進工事用単価 
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２） 単価の出典アイコン表示機能 

歩掛り画面で単価の出典が確認できるようになりました。 

 

 

 

３） 歩掛りリストの墨塗り機能 

単価の出典が刊行物単価の場合、単価・金額を墨塗り印刷することができるようになりました。 
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４） 歩掛り検索（一次単価／歩掛り） 

複数の歩掛りファイルを同時に検索できるようになりました。 
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【内訳書作成システム】 

１） 名称・摘要等の入力文字数の拡張 

名称・摘要等の入力文字数を、名称：全角８文字×９行、摘要：全角１６文字×９行に拡張しまし

た。 

 

【Ver.7.30 まで】名称：全角８文字×３行、摘要：全角１６文字×３行 

※ 名称が全角８文字×３行、摘要が全角１６文字×３行に収まらない場合、コメント行で対応 

 

 

 

【Ver.8.00 から】名称：全角８文字×９行、摘要：全角１６文字×９行 

 

【注】名称または摘要が3行を超えている場合、Ver.8.00より前の

バージョンでは、内訳書ファイルを開くことができませんのでご

注意ください。 
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２） 1 行下のコメント行を結合 

名称が全角８文字×３行、摘要が全角１６文字×３行に収まらない場合、コメント行で対応してい

た行を、「1行下のコメント行を結合」機能で行をまとめることができるようになりました。（名称：全角８

文字×９行、摘要：全角１６文字×９行まで） 

 

【結合前】 

 

 

 

 

 

 

【結合後】 

 

 

【注】名称または摘要が3行を超えている場合、Ver.8.00より前の

バージョンでは、内訳書ファイルを開くことができませんのでご

注意ください。 
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３） 【代価表】行挿入（「数式」を設定する行の名称選択機能 

代価表で、数式を設定する「付属品」「継手」「複合材等」「支持金物」や「雑費」「雑材料」「消

耗品・雑材料」「はつり補修」「運搬費」「接合材」等、よく使用する名称が選択入力できるように

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） 「スライド内訳書の作成」機能と「スライド後内訳書の作成」機能を廃止 

「スライド内訳書の作成」機能と「スライド後内訳書の作成」機能は、『「平成 25 年度公共工事設

計労務単価について」の運用に係る特例措置について』に対応するために追加した限定機能のた

め廃止しました。 

 

Ver.8.00 から Ver.７.30 まで 

 

 

※ スライドを行う際は、「出来形部分と残工事部分を分けた内訳書ファイルの作成」機能をご利用

ください。 

ｖ 


